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あとがき

４ 杜 の 風

人生初、NHK のど自慢の予選会を見てきました。
もちろん「おらほの病院」の院長たちの応援です。
残念ながら本選で歌声を聞くことは叶いませんで
したが、楽しい休日を過ごさせて頂きました。昨
年の分の雪も降っているようで、病気やケガなど
にご自愛ください。（編集部Ｙ）

　私事で恐縮ですが、今年度 3 月にて定年を迎えることとなり、地域の方々に支

えていただいて、無事に（沢山ご迷惑をおかけいたしましたが）38 年勤めるこ

とができ、本当に感謝申し上げます。

　地域医療連携室だよりは、実は、2019 年にもお話を頂き、「わたしのつぶやき」

を載せていただきました。大好きな「本」のことを書かせてもらったのですが、

今も本屋さんの前を通ると寄らずにはいられません。自分はシリーズものにはま

りやすく、今のベスト３は「神様のカルテと、猫弁・あずかりやさん、原田マハ

シリーズ (・・?」です。

　中学生・高校生のビブリオバトル

が今年も開催され、時間の都合で、

ラスト 3 名の発表しか聴くことが

できなかったのですが、本の魅力も

さることながら、伝えるという彼ら

の力の素晴らしさに感動しました。

伝える言葉、技術は私の中で、課題

であり、これからも勉強していきた

いと思っております。

地域医療連携室　菅　原　久美子

私の

イラスト：４階東病棟看護師  丸井涼様



（　）２ 杜 の 風 （　）３杜 の 風

　新院長の就任に伴い、今年度より医療介護連携の取組の一つとして「おらほの会」を開催し、第１

回を令和６年８月２日、第２回を10月３日に開催しました。いずれも当院の会議室とWeb参加のハ

イブリッド方式で行い、第１回、第２回ともに80名を超える地域の医療・介護・行政関係者が参加

して下さり、活発な会議となりました。

　第１回のテーマは「いま、整形外科でできること」として、相澤院長が担当する整形外科とその中の

専門領域の病気や治療方法、それらを担当する秋田大学医学部の先生方を親しみやすく紹介してくだ

さいました。アフターコロナの時期になり、大勢を集めての懇親会は久しぶりの試みでしたが、参加

者の施設紹介や佐藤副院長作成のショートムービー等で大盛況でした。

　第２回は①「介護現場における感染対策」として感染管理認定看護師

から、続いて②佐藤副院長から「知ってほしい、ひとつの介護連携のカ

タチ」として２本立ての講義で行いました。いずれも北秋田医療圏の中

の医療機関や介護施設との共存を目的として、情報交換や緊急時に対応

するための力を養う研修会でした。この地域におらほの病院を存続させ、

安心して暮らせる医療・介護の環境整備に取り組む意志が皆様にも伝

わったと思います。

「おらほの会」が開催されました。
　新春のお喜びを申し上げます。

　当院におきましては、入院している患者さんを守る為、引き続き皆

さまに感染拡大防止対策へのご理解とご協力をいただいていることに

深く感謝いたします。

　当院は、地域の皆さまのための病院であり、地域の人が安心して暮

らせるような医療体制、責任のある良質な看護が求められていると捉

えています。病院では、病気の治療だけではなく、患者さんとその家

族が抱える不安や疑問に対し常に寄り添い、解決策を見出して、患者

さんが安心して地域に戻っていくように様々な支援が必要になります。

そのためには、今まで以上に地域の医療機関や施設の皆さまと連携を

取り、日常から顔の見える関係づくりを通して、安心して暮らせるま

ちづくりにも貢献していきたいと考えています。

　地域では人口減少が加速しており、看護師だけではなく様々な職種

においても人手不足に悩まされ厳しい状況ですが、当院は部署の垣根

を越えて協力しあい頑張っています。私たちが元気に働き続けるため

にも、職員がお互いを尊重しあいながら意見を出し合い、問題解決に

取り組むことが出来る、健全な職場環境つくりに努めてまいります。

当院の病院理念であります「地域の為、真摯に取り組む病院であり続

ける」を常に心におき、地域のみなさまに当院があって良かったと言っ

ていただけるよう、職員一同精進いたします。

　今後も、新興感染症対策、救急・災害医療など地域のニーズにお応

えできるように体制の充実に取り組んでいきますので、皆さまのご支

援とご協力をお願いします。

北秋田市民病院副院長 兼 看護部長　嘉 成  早 苗

ご 挨 拶

文責：患者サポートセンター藤田裕太郎
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●循環器内科の連携室予約枠は毎週水曜の午後をご案内しております。予約枠に限り

がありますので、ご希望の日程より遅くなる場合があることをご承知おきください。 

 

●受付時間外にご紹介される場合は、予め連携室または救急外来へお電話にてご連絡

くださるようお願い致します。

●医師の出張、救急車あるいはドクターヘリの対応等で受付時間や診療日が変更にな

る場合があります。

特殊診療のご案内


